
 

 

 

 

１２月４日(水） 

                         戸沢村蔵岡において、戸沢村役場や蔵岡地区住  
民の方々と新庄河川事務所との情報共有や意見  
交換会の場である「蔵岡地区と語る会」が開催  
されました。 

 
 
 
 
 
 

 
今回で１０回目の開催であり、７月の出水被害が  

あった箇所の現地視察や地区の要望事項に関する意見  
交換会を行いました。 

１２月２０日(金） 

 新庄市ゆめりあにおいて、鳥越出張

所・鮭川出張所で排水樋管樋門の操作

を担当されている操作員が参加する

「水閘門操作員講習会」が行われまし

た。 

 講習会は年１回開催し、樋管の点検整

備についての講義や携帯電話を使った

樋管情報管理システムの演習などを行

い、出水時の対応を再確認しました。 

 



 
 

 
 
一般家庭のホームタンクや事業所のタンクから灯油などの油が 

漏れだして、河川などへ流れ出る事故が増えています。 
注意してバルブを閉めたつもりでも、老朽化や腐食が原因で灯油が漏

れる場合もあります。除雪中に重機で給油管を傷つけ、気付かないうち

に流出しているケースもおきています。 
このような事故が発生した場合は、油等の処理費用は、事故を起こし

た当事者が負担することになりますので、十分に注意しましょう。 
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１３年度は１０月までに７２件発生しております！！ 

事故を起こすと油の撤去に 

約５０万円の費用が

かかります。 
そして、その費用は事故を

起こした原因者が責任

を持って負担しければなり

ません。 

☆ 給油の際はその場を離れない・目を離さない事。 
☆ 落雪や除雪には注意しましょう 
☆ 配管の破損を防ぐためには目印をつけましょう。 
☆ 配管やホームタンクの定期点検を行いましょう。 

 
 

油 

 

排水樋管や小河川等で、油の流

出事故が発生した場合に、水路

の出口にオイルフェンスを展張

し、本川への流出を防護し、油

を吸着マット等で回収します。 

水路に土のうを積み、上下にパイ

プを設置し、下部のパイプできれ

いな水を流し、上部のパイプで油

の回収をするとともに、オイルマ

ット等でも回収します。 

油 

１０月２２日（火） 

最上川水系水質汚濁 

対策連絡協議会は、大石田町大字岩ヶ袋地内の丹生川河川敷に 

おいて、オイルフェンス組立設置等訓練を実施しました。 

当日は、国土交通省・県・最上川流域市町村など関係者約１００名 

が参加し、水質事故が多発する冬期間に備え、迅速な対応ができる

ように技術を取得する訓練を行いました。 
 

〒996-0002  新庄市金沢字中村 1495-13 

(TEL) 0233-22-6038 

(FAX) 0233-22-0083 

http://www.thr.mlit.go.jp/shinjyou  
※ご感想や、河川に関するご意見や情報等  

    ありましたらお気軽にお寄せ下さい(^o^)         

担当 遠藤・金田 
 

オイル 
フェンス 

吸着マット 

※ 事故を起こした場合や事故を発見した場合は速やかにお近くの国

や県の機関・市町村役場・消防署・警察署等へご連絡ください。 


